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大富^ロ~7J /

･広げよう!ともに生きる福祉のまちづくり

大会主旨

昨年度から､音更nr社会福祉協銭金において､ ｢ふれあい

のまちづくり事業｣を推進しております｡

今､高齢者や経書者は､ El常生活の大半を家庭や地域で過

ごしており､地域祉会は高齢者や鮮聾者にとって生活の基盤

です｡

高齢者や障著者が住み慣れた家庭や地域社会の一員として

可能な限り生活を地紋できるように日常的にふれあいを締め､

自立を支援する環境づくりが必好です.

そのために土肘或住民-^ひとりが協力しあい､共に手をた

ずさえながら､やすらかな日々を過ごせる住民参加の地域掃

祉活動の促進を図ることを目的とする｡

主　催

･音更町社会福祉大会英行姿見会

音更町社会福祉協議会

音　　　　　更　　　　　町

日　　時

平成7年9月10E】 (日)午前9時30分～

午後3時3 0分

場　所

音更町文化センター

参加1省

全　町　民





矛るるtE療病愚老､障害為と家族の金蔓集金終うー

7月30日(a)3IB(剛′鬼2日の白魔ぞ-度量集会

参加のため14LI楓へ臥寛LaLた･易カD鹿Iま豪勢

啄娩･Jr<,7ン升アの倦三ん/礼もぞ･,した｡天候別臭

てーLItが予定nコース五回っぞた如ll争フ～きました

各年L目し乳～､･金星東金ありヨす

参加盾d)俺.僧､

ハいキンソ頑密雲纂H,

/タグ確受勿斉22壇磯南畝全港集金伯凡晩を軒

･Trtレ(:於いて7戸口oB塵八丁こ4･i･舟われきした.

当日は相憎の降和こ乳舞われきしr:が例年

あり裾線ルスのでテランの盟牽拍ごん/ヾス刑化乙

て一一貴史後項前を乍前7時如分と風教屠息や

針鹿虜/こたたカ＼れ舟がう匂え釦さぞ-/こ会務[:

馴鹿しました.親/こ?帝象り公喝を鐘のフ<L

教場FS怒魯て､ソ勇い?いSLた.鼻奥系直観

の)デ賂たぞを久一ノト田夢催後車o'司金J-}主密着

側の株移･九曜市長の祖砕･直線金縁象の郷
を条舶マの挽曙等･型亀りo'行車日雀も盗み､本

年は碍別線師とLぞ7/シラントのタ^,ノ､∂レ夫妻を

招き殖社奉東の発足絶tL7の亀程こ線状を

舌苦り麿泉の展望を席-JB気象比和公布社
lfj家JこしたいL締ん～-いました,たた･･し人D
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Jooh人jC元圏Eこ促置すう盈免o'中07を果,--S夢

色孝のきま移各みすう訳にL3いかす･･･多くの鼻があ碑

は争え7-のります.

/o数年前私豊が欧州磯眉を福解したβを

デン～-クの頭盾戸コへ｡ンノ､-チ-ンZ･･古免訴､が蕗っ～い

ました恥入属盾の白赦虜が磯えて囲うこの

度､偲､乏絶つぞいましたが: 14愚の旋毛具にかてS,

(61じ多孔象か乳うれうLJ)こし～一､した･

和食.観象の久痕の入物〇･&改ためて息路
次牙～､す.

最後に入金来宅敵え色味祈･各え帝を解介して

牙/自白も終ん急した.竜ええ%戸伯海兵七二クーた

宿泊しきした. 372･E)巨=名木し晩市坪外の/＼イyL教

場を乳客.61牧場て-顔面した乍肉ぞ､､3'3ヮ車を

棉-1.線rLうんをLZ崎藍Kつき予見艶L)粂阜

利息しました.

本年倍角0,中れ金星泉金rLたが教そ0)署名

之,,-hん了の線上鞠働か圏金Kかい7凍伏され

組の藍動に希望のたがえんた卑ぐもあり､尚
一周努力魯鈍ylうできY,府-じ･きす.比のh乱象

負(こ際し務殖^L･ス. Ji(-ランヤアの塔?i/亡毅ネ融

備え高鬼確度尊斜生.入谷宛入&)か官主をい持た､､

いたご塘亀､lい､ごから庵噺申しエrr･こ､像をそ

参久します
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あす息う金/政審喝旦

皆様こんにうわ　辛舟7年度jL琢盈肇病変

全盈象金に今冬も塔磯のあ･竣て…jt.魚に敗戸こ

せて頂きました･又LLJ奇ごん古牙千かれF非常に

燦しく臥し､れfta　覇者ええ音戸良d)菅原さん芭

Lビ配して慮りれた戸打_予偲､収上の良い状､憩で

臥席して下ごり動じ臥しれた.あの頑玖クたLJO

教えられうFfrが多そ腐pA届きLt:-u

又彼負が亀頭L-L且う.7rCランT/アのjjそる諸家の

別なくか姓喜毛色して頂き.紋Jこ萄簸t,うござい凱た.

萌当日f言空耳公喝に到為し東金k薮原.
ピー′レ園て-の金沼南の為中止と怒り帝後ぞL.休ヶ

ましたが易い夜て-した.

各日.朝食後も雨が止さす､､5時盟ざ改選後
雨が一時･lE･んだrFfrて､t/､イブ牧堵LIAi･(と､トン)T,yk

も克尺人か畝亀k,T､.っか患え香0)に入.=わき･後

取りあんず､塵食となり.乾つ､･ピーJレ亀飲み.

東電思､汗乞食へ､.ねた蹄にIAJl＼止みL怠り

盆や･タ象メロン尊も匿いぞし､ち属に寄り.メDン印

･i:'Cの･其の後例のかラスL最適L=審りエ象品豆少し

1JIの後Jg車中の人と凍り.車内ぐの巻～もの2イス一

冬あつこ喜う軌こ帰宅しきしたが､こぞも楽しし､

帰路･ていした. /I.Ra臥船g)肘ラ/子1ア0)皆々泉力i=培

大変か世喜もにTJ:りましたをを皇ねて尽く針子L

∫
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申し上げ､､きすこ共に皆凍カの卿鹿廃立･t^､･に

柳努草色か祈り玖し5Lて孝をJLのこせて頂き

ます.

未年の仝乳象金目碓して魂象りれよう

El萄路や乃棟冴5て　ノヾス香し

く佐藤p紗

常永象る卿.絶域考え
今回初d)てポうン声(アを経験っit_ぞもうい

I,B閣Y,L､う施し､碕一間7-F3あ7たが･色々席え香

碑息Kなり.敵い耗一級九㌧たこ足-ラ･

鬼級婦Z一乗晩に勤務しそいき埼p=/3射鋤＼

是か7た車も色付く峯か東泉た｡その/つ/蛋

衝動毛色そJit施毒見が顛針子て"本欄しやすく
舟7～さていちが､きた-ま打矛便た甘し感､Lt､うま､

古99かった｡車椅子盲掃う上すーなけ九は"段丘

が上がれ忍カ､,たり,鳳至か刀＼ん鬼(1れ低"トjlt,r-

入れ舟か,たり､凄みトルが舟かたり･-しいうえ

が､凱こ付き.外に払うの乞栄L,Uにしていう大量の

作動鈍磨色斉Jrてし､くrlわにJg･玖鼻L5Z:要h

野和音95いt匙-?･

え.金嵐集金に如o i,7 ･泉顔色かゲんit_本人

象線_の砲象フ～し､う孝も乳て･絶域～い旦蒐L7
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いくたりに償鹿婦Lしてぬ泉うここ.し点く了はゐう

舟いここは何か.これカ＼う学習して中て"者んて

いきたい.

帝ん夙鬼塚度尊称　鮎ごフき

/泊2日の族〃千に参加させて像いfl L7も宋い､

思､いをごtてもうフたし′こても勧級に舟,た.

たた一膝もケカ､･していたたのイ静香久7i,車外作がて-きす､､嶋

雇い)の啓さんIこ蚤/亀･乞かけたのて-伯鬼小かし

風炉か､りに各う｡

私Liえ畢良三んか･千旦当L舟,こいて/;スやて-

魂に度フたカが･よし､LL､ラこした･,たが.7V守o)時

もL,つカ､クJ@後を傑符で･き､子息愛す･ダ皐13:太刀液.

それ乙-こ3か足節･中/atの仁盈路.互lJ=んで＼頗化

し､た山崎さんのこ乙も象仁かFl､立ち上かラ動作

かあり驚いてしかた.入線.してし､たしいラことて-

1ヒ紀だLフたがfL気そうに乳え･本当は4本鞠が　●

私わしく慮かったのかもL,れ舟いけれri,･色合喪

象をしたこして･､項に古香子状でも吹き怒lれて
くれれ信一とLS､吃｡奥さんやか孫さん藍に囲ま

れて椅斉中的ええになつぞいきの仁､し直.Lt-たo

/ドラン争了の大泉ノ乙も久oり食んて　tLて乙馨しく

施しか7た‥　金盈東金の絶食蕗竣7･･禍鹿後

置フルラントの状/I-R_-労力Lてきたこと. Kl体む

つくうここの熟み息r興味諌<覇くここかぐfr=.
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和布戸宜し牌神泉晩が世界の/召乳て-あさとし､う

Ltももれす･こ社食人として4f車としてし､カ＼点ければ

なう思し､し､鎖′も由Jjy白身i,.磨いてし､かな(Tれ甘~

ならないと蕃じた.

これからも碑金があれ/3､1かこ舟つ?いきたいと

●　誓7LT去t誓禁誉竺芸志筑諾三島b5D
れう人間Jこなれるよう男カし了.人のためL白身の

た〆=こ生きていきたし､9

塩二〕

●

E=⊇EiiS Eimiiiiiiiiig:n

J寄付　r寄贈ありがしラこし･ごL､し､志した

砲工　路　線

菅原勇戦模

本抽入是､礁

藤田　一義､ノ乳

象倒置′左横_

∫~000月

/OCL90　F22

桁を研5,-卜/及

官敏/､か.寺55政

幸イス/告



今年も摘/OBLL)//a(a) /て札幌JR新路f;9-

tこて(蜘鵬難癖凄丘健の金藍がう,カア新船

が間借封L.者見え帝より社会人L人､大勝盈
Z,人に参カD LZいたた-ききした.鼻加磨o)番線kzL.T

秀.付加本手
)T;ラン事ア77イ打て

ほっZか咋7irLへ風砕ぞ守.このJラ忍者え}5の辛てい　曹

帯El峻jrr7ンf/ア為勤に象如し～いう私が緑あてど

有史の雛森泉Jこ顔色臥して㌢ケFlが盈モー∴の及

仝患新級L-一風加Z-･きた車五木史殖-しく私フZあり

ます.

6月/0日)択碑の牢臥磨.木本伯て､､しこの小LLJん

丸亀いつL30いの矩Jl且こ書†ダ人.口数07少息し､

ノトム=んに祭･男里Lこ妻各う{て3時闇ー咽中沢LLto)

を乳符,ていう車を知う.

'如日ダJC鬼の人草が恥っ-､の頭教し　●

東私Z･･あ5.教官の教亀5'う摘草t争覇局4)

髄病患者再丁しての畳そ舟5ぬ琴カI-Ja預が

下がり.本人象に痘易にイ友わフ～く呑･

白のオ包由Tdj]への布き食のイj=元椅何度経験

しても藤崎が私L-tた7て匙ようLこ舟うふい

ァィマスクで･の紅阜信孝のをを怯え食うことか

難かLL､.

?



車椅子Z-'g.庚田方淡をy=;ク･)教えうれ杏が3

乗せても5し､舟が5果た(,て苦痛慮く.醇尊慮k

鉄泉うかと矛車にも永さ.

そしてリノ､rr)の故義､ぐ/音訓錬耳う峯の入t7)≡

こ聞き上手仁木う皐を勉簸する.

最後に舛スカワンタンぐは.舟｢家方象に摩客着が

いた場合｣を魚して年々闘わすー鼻剣に給う

+　る0㌢かう6∫耳の牛今度(3着J)息R_に象い乏

監-うか須恵暴食暗闇と-め,た｡

鯛像か終フて　障書を椅っている人も.緒たぬ人も

森更亀も,～生き香車ーわきうわ希い車か･町要て､､

貯うン勿ア応召守別rd亨はいう太い雄基本を守り

車扱互班ぐ車と知り5した,

リサイクルノヾ･アtl zt･摩ったJl切な頚金を:和岡して

参加させ～載し､た私見今獲柔赦カぐすが麹須鼻

lこ生かす阜て-かえしこ=せていたた･きたいと足いきT

●　屑がとうご､ご-`いました

ノトムみと､り

6日/oB //a L薙泉直の'Tlt､ぅ>flアA行う略lて札幌

へ朽77泉ました.局榊各が給きるとすぐk東玖L

L､うここて､､外へ･､･それi/アイマスフをフ(17励めどの

塞/亀歩くLL､う　かそうLL､東電ぞtlLた.

5)､そうしいの一意7､､la女声Rj-きみい-矛安と転クと

/0



ものが乳んなし､賭し三℃,9･セのし､かり(いったいどこ

丘r歩rT甘･し､いのどうう)と･鬼U)もわかうなyTれす､:絢

もわかうない孟7<う感｡ほんの/0分線及歩いたのぞ､-

しよっかて長～く.息-く尽し･孟した｡いつもの歩くL

いう動作とまうZ､･うがう姓界～-した｡田が乳んなし､

入監は.こん舟塵巨＼%LZ生きていかなければ､舟うTal

いのかtウ{フ庶乙しきした｡

L目白の昼食時もアイマスクをつけて食草ぞ-･した･ 響

にかし､.音､灸配･普段.孝れうに頗フfL､希いものに

神経が集れました.食草もしていると′沌んか聴

衆しくもうれしく摘し＼んぞLtq｡たた戊へ･るこtlこ

し＼ワLfラIlんわいで･象れました.

これからの爪､ランTlア,:%鮎ぐ･目のR,乙か､カT:--らし

楽しく散歩Lたり･食紅したり学ん舟ナナ>スに恵まれう

ここもL亡からノ絶いました｡

大.)(,i朱色入_/卑矛畠/;A級3-

本､は/,,b2-日L毛う他日租の乎て､､･この節鱗息の

路線､を乱して_俸害者の人々の多くの皐を勉簸て"きた

車をこても各翻してし､ます.東陳に自分が酵尊慮o)

色揚にか2ア)マスつを何rr･楓冬色､･Dの世界～､､外を

歩き何も臥ん慮いと言う嫡神的矛安互i/うながら

千･､コ小･コ嵐や櫓ぞ碑か行きかう直を歩くことは八

東怖い体験て-した, 5た今回和ま初のて車椅3-に

〟

･●



●

乗るここができるこ聞き新得していたものの_私の千徳

に及し7幸崎加俸作の麹しこを思い知うこれaLた,

普段は全そ嵐にもしないちょ,tしたくほ一秋車線

がこうれ模作の由由も草われ凧度も重畳Jこ患うぞう

I-Ja-5鬼晩に重患LSLた｡体の矛自由舟人が本藍

161橡に各乱0,生為を逢う阜tg:､私の偲-像吹上Jこ

不白由て､､･危晩も堆い風ごしグらさを鼻に息じ5勧ぐ

で､きましたo Sた碑篭居の生,-一昌之ええぞいうフLi;香

炉ランf4アo'入監d)蕗互聞くここてい憧書を蒋フ人も

丸久に自立した生謁を旦ううと努力してし､さあか

聞けて･とても嬉しく各′LI･=せられました｡

これからのイ†護の岐阜性を敷く息じ春草もぐさ

ました.たくさん0,人畳ころ･誌が虫泉てと7古塔Lかフ

た7､､す｡ありかとうごさ､し､ました.

八卦歓/各村工綾里
6月/oBNB乙JtB闇たj痩フぞ･札幌～-の4;/ラ>方ア

●　新体食に鼻血Lれた･本格的に束ウニカアというもの

も#/i(Io"Sこれが強めてて-.恒矛安ぐしたが衆しく

乳ごすここがて…さましたa

ますい貌敢一笑枚で､庁丸亀韓患者歩行介勤訓練を

行TdtL､ました･呂の乳ん舟しりしに対してどう務してし＼い

のかわカ＼うrdlかフたのZt･すが_碑に免もっ11TdlllれJ訂fi･

5患いことさえ守れ信一何もしなくていし､LL,うここも

/ヱ



知り.JbL風が宋t-Jdtりました.アイマスフをして車を

ラ/カ＼九号と.最初はこわくて/仕カTJ･かフたのか斬/負

かし､うこいう安,ビ息が後.から生まれ争チ/虜より薬に

TJ:ってLまうのか不足級でした.その後の線壱簸･もとてi/

勉ヲ象krよりました｡

JjLo'Bの砂勤介助東電､幸衛三野勧東宮己初めて

の体験て-何から/打きて"新鹿苧7､･したq体の不自由Tj:入

官二移動=せきのは　と一九た･竹難い､のかと敵っていたo)

に.コツ互知,ていれ低､･寮[-L臥永さことかわかり塵励

しました｡車椅子J二乗･,た人も･廿の人3人た､､rTて､､っ移動こ

せうことかえ泉さのi,きた患勤しました,

このh奇牌金Lこ廃加して./挿し験してみ敦とd?大切で乞

知りました｡又.棟.そrd:人d)様々森考え元旦固くことが

て-き人丸4'史に立7たこ毘-います.仁フT:-LZ,B闇たい(1ぐ

したれ私にとって鼻を森L日間て-あったt.宅えます･

′つ■

空,Bi禁莞;:=ききLl .
'uo:iyb:'ob:bvo:- 顔 -'0-9.ぬ　ありがLうこ"ご-いれr=

ク6㌔

今年の　総･乾上は

Z,チ/oo FZ-q E､'した

来年i,よ3し千か解いしきす
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